
令和 2 年度 飯田創造館自主事業  創作活動のきっかけづくりの講座 

 七宝焼きの歴史は古く、古代エジプトのツタンカーメン王の仮面の青色の模様
に七宝の技術が使われていると言われています。その後、シルクロードを経て日本

に伝わり、明治時代に爆発的に技術が発展し、欧米に盛んに輸出されました。 

 七宝焼きとは、仏教の経典にある七つの宝物に匹敵するほど美しいことから名

称がつけられたとも伝えられています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日  時 令和 2年 10月 11日（日） 

午前 10時～午後 5時（休憩・昼休みあり） 
 

会  場  長野県飯田創造館 104号室（七宝焼き作業 102室・103室） 

受 講 料  2,500円 （小学生～高校生 2,000円） ＊材料費込み 

募集人数 10名  初心者の方、親子参加、大歓迎！ 

講 師  七宝焼きグループ「マーブル」 賜洋子先生、北村好美先生  

 他グループの皆さん 

持 ち 物 エプロン・筆記用具・昼食・飲み物（マイボトル） 

申込締切 １０月２日(金) ＊定員になり次第締め切ります。 

 

お願い・・・ 来館前の検温、マスク着用等、感染症防止対策にご配意の上、ご参加ください。 

 

 

 
 

 申込先  長野県飯田創造館(担当：中村) 

 ＴＥＬ 0265-52-0333 ＦＡＸ 0265-52-0081 

今年は、『ペンダント』を作ります。 

金属素材の下地作りから、ガラス質の釉薬を盛り付けて、高温で焼

きつける工程を、飯田創造館で活動されている七宝焼きグループ「マーブ

ル」の会員の皆さんが講師となり、丁寧に指導してくださいます。 

炉から出た真っ赤なガラスが徐々に冷え、貴方だけの作品が生まれる感

動を体験しませんか。 


